
（別紙３）

〜 2025年12⽉12⽇

（対象者数） 30世帯 （回答者数） 24世帯

〜 2026年1⽉23⽇

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、児童クラブや土曜⽇に来る子どもたち、児童公園に
きている子どもたちとの交流を続けていき子どもたちの様々
な経験となるよう支援していきます。

2

今後も子どもたちの興味関心を捉え、プログラムに反映でき
るようにしていきます。

3

今後も、子どもたちが「やってみたい」と思えるプログラム
を個々の発達段階を踏まえて考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者参加の⾏事を複数⾏っているので、積極的に参加して
もらえるように働きかけて⾏く必要があると考えています。
また、放課後等デイサービス利⽤者のみのイベントも検討し
ていく必要があると考えています。

2

避難訓練だけでなく、事故・けが発生時のフローチャートに
則した実践練習にも意識を持って取り組んでいけるようにし
ていきます。

3

放課後児童クラブとの交流や地域のほかの子どもと活動する
機会が多いです。

放課後児童クラブを併設しており、土曜⽇は児童館事業とし
て幅広く地域の子どもを受け入れています。また、児童公園
も活動場所として活⽤しており、そこに遊びに来ている地域
の子どもたちとも交流があります。

活動プログラムが固定化しないように考えながらそれぞれに
合わせた活動を⾏っています。

子どもたちの興味関心に合わせプログラムに組み込むように
しています。同じプログラムでも個々に合わせて活動できる
ようにしています。

⻑期休みは、外出やクッキングなど、様々な体験ができるよ
う工夫してプログラムを組んでいます。

⻑期休みだからこそできることや様々な経験ができるようプ
ログラムを考えています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽗⺟会や保護者会がなく、保護者同⼠の交流も少ないです。 他事業もしているため、保護者会等を作る際にプライバシー
問題に不安があります。

各種マニュアルを策定し共有していますが、職員間で認識や
理解度に差が生じています。

マニュアルの共有はしていても、認識や理解度までの確認が
難しいです。

2026年1⽉15⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 2026年2⽉20⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 さんま

○保護者評価実施期間 2025年12⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


